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<発表の概要> 

【目的】精神疾患の一因と考えられるストレスを解決・軽減するには、専門機関への相談が重視さ

れるが、メンタルヘルスが不調であっても専門機関へ相談しない人たちが存在する。他方、専門機

関でなくても、抱える問題を家族や知人友人に相談することで、解決への道筋につながるケース

があることが既存研究から示されている。このことから、専門性の有無にかかわらず、相談行動自

体がメンタルヘルスの問題に取り組む上で重要であろう。そこで本研究では、日本の全世代にお

ける、メンタルヘルスの状態とストレスの相談有無の関連について、その実態を明らかにする。 

【方法】2010、2013、2016 年国民生活基礎調査匿名データ個票のうち、世帯票と健康票を用いた。

サンプルサイズは 3 年分合計で 276,310 件である。相談行動の有無を被説明変数、3 分類したメン

タルヘルスの状態を主たる説明変数とし、重回帰分析による定量分析を行った。メンタルヘルス

の状態分類には K6 スコアを用い、先行文献に基づいて、0～4 点を「問題なし」、5～12 点を「中

度の問題あり」、13 点～を「重度の問題あり」とした。統制変数として、性別、年齢階級、世帯人

員数、婚姻状況、調整済み支出額、学歴、仕事の状況、通院の有無、最も気になる悩みやストレス

の原因、調査年、を用いた。本研究における仮説は、H1: 「メンタルヘルスの状態問題なし群は、

中度の問題あり群と比較して、相談確率が有意に低い」、H2: 「メンタルヘルスの状態重度の問題

あり群は、中度の問題あり群と比較して、相談確率が有意に低い」、である。 

【結果】入手サンプルのうち 81,253 件を対象として分析を行った。中度の問題あり群ダミーをベ

ースラインとした分析の結果、問題なし群では 0.9%（p<.01）、重度の問題あり群では 6.7%（p<.01）

だけ相談確率が低く、仮説 H1、H2 ともに成立した。性別、および、40 歳を閾値とした 2 区分の年

齢で 4 つのサブサンプルを作成し、同様の分析を行った場合でも、すべてのサブサンプルで重度

の問題あり群における相談確率が中度に比べ有意に低くなっていた。  

【結論】本研究ではメンタルヘルスの状態によって相談有無の傾向が異なり、特に重度の問題

あり群で相談確率が低いことが明らかにした。重度の問題を抱える人たちに対する能動的な

アプローチの重要性が示唆された。 
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